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私たちの目の前で世界が閉ざされつつある。

未曽有のパンデミックから高まったナショナリズムが

分断を進め、排他主義を蔓延させた。

状況を打開する鍵の1つは、SDGsだ。

2030年の達成期限への折り返し点を迎えた今、

すべての人々が連帯し、さらなるアクションを起こさねばならない。

研究や教育を通して社会構築の一翼を担う大学はもとより、

今日を生きる個人の「行動」も問われるだろう。

本冊子ではさまざまな社会課題に対峙する大学や人物を取り上げ、

サステイナビリティに寄与する先駆的な思想や取り組みに迫る。

一人でも多くの人の行動を促し、

心通う、開かれた共生社会を実現するために。

SDGsで
社会の意識を
シフトする

「閉」から
「開」へ
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ムハマド・ユヌス氏に名誉学位を授与
ユヌスセンターとのさらなる連携で
世界の平和に寄与するプラットフォームへ

熱
意
の
こ
も
っ
た
ス
ピ
ー
チ
に
大
勢

の
来
場
者
が
聞
き
入
っ
た
。

「
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は

日
々
大
き
く
変
化
し
、
多
様
な
危
機

に
直
面
し
て
い
ま
す
。
困
難
な
状
況

だ
か
ら
こ
そ
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

ア
プ
ロ
ー
チ
で
課
題
の
解
決
に
努
め

る
べ
き
で
す
。
私
は
か
つ
て
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
の
村
で
、
不
当
な
高
利
貸

し
の
存
在
を
目
の
当
た
り
に
し
、
村

人
を
守
る
た
め
に
何
が
で
き
る
だ
ろ

う
か
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
生

ま
れ
た
の
が
、
無
担
保
で
少
額
の
融

資
を
行
う
貧
困
層
向
け
金
融
サ
ー
ビ

ス『
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
』で
す
。

最
初
は
小
さ
な
取
り
組
み
で
し
た
が
、

そ
の
手
法
は
今
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規

模
に
広
が
り
、
浸
透
し
て
い
ま
す
。

人
々
が
お
互
い
に
助
け
合
い
な
が

ら
生
き
て
い
く
た
め
に
何
を
す
べ
き

か
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
龍
谷

大
学
ユ
ヌ
ス
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
で
の
取
り
組
み

は
そ
の
一
環
で
あ
り
、
多
く
の
学
生

と
共
に
社
会
課
題
の
解
決
策
を
模
索

し
て
い
ま
す
」

ユ
ヌ
ス
氏
は
現
代
の
若
者
た
ち
が

持
つ
可
能
性
に
も
言
及
し
、
期
待
を

込
め
て
こ
う
語
っ
た
。

「
あ
ら
ゆ
る
人
間
は
生
ま
れ
な
が

ら
に
し
て
起
業
家
で
、
新
し
い
も
の

を
生
み
出
す
無
限
の
想
像
力
が
備
わ

っ
て
い
ま
す
。
今
、
世
界
は
か
つ
て

な
い
危
機
に
あ
り
ま
す
が
、
現
代
の

若
者
た
ち
は
人
類
史
に
お
い
て
最
も

パ
ワ
フ
ル
な
世
代
だ
と
言
え
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
か
つ
て
に
は
な
か
っ
た

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
身
近
に
あ
り
、
そ

れ
を
駆
使
す
れ
ば
不
可
能
な
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
す
べ
て
は
想
像
力
次
第

で
す
。
ま
ず
は
何
が
し
た
い
か
を
考

え
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
ア
イ
デ

ア
を
出
し
、
活
動
を
始
め
れ
ば
よ
い

の
で
す
。
初
め
の
一
歩
を
踏
み
出
す

こ
と
さ
え
で
き
れ
ば
、
皆
さ
ん
の
力

で
新
し
い
世
界
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
ま
す
」

経
済
シ
ス
テ
ム
の
転
換
が
不
可
欠
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
が

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
鍵
を
握
る

記
念
講
演
の
後
は
、
清
水
耕
介
教

授
（
国
際
学
部
長
）
が
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
タ
を
務
め
、
社
会
課
題
の
解
決
に

取
り
組
ん
で
き
た
中
西
航
さ
ん
（
政

策
学
部
３
年
生
）
と
秋
友
英
理
賀
さ

ん
（
国
際
学
部
４
年
生
）
を
交
え
て

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

「O
C’s

（
オ
ッ
ク
ス
）※

２
」
に
所

属
す
る
中
西
さ
ん
は
「
私
た
ち
が
行

う
小
さ
な
ア
ク
シ
ョ
ン
が
政
府
や
国

際
機
関
に
届
い
て
い
る
実
感
は
あ
り

ま
す
か
？
」
と
質
問
し
、
ユ
ヌ
ス
氏

は
「
各
国
の
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー

が
集
ま
る
国
連
で
の
討
議
で
は
、
若

者
の
意
見
を
強
く
求
め
て
い
る
と
感

じ
ま
す
」
と
発
言
。
学
生
た
ち
の
挑

戦
を
後
押
し
す
る
心
強
い
言
葉
を
述

べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
秋
友
さ
ん
は
グ

ラ
ミ
ン
銀
行
に
女
性
の
借
り
手
が
多

い
理
由
に
つ
い
て
質
問
し
た
。「
女

性
は
、
お
金
を
手
に
す
る
と
、
家
族
、

特
に
子
ど
も
の
た
め
に
建
設
的
な
使

い
方
を
す
る
た
め
、
家
族
全
体
が
恩

恵
を
受
け
、
よ
り
多
く
の
こ
と
が
生

ま
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
家
族
内
で

の
関
係
性
や
位
置
づ
け
に
も
変
化
が

現
れ
ま
す
」
と
答
え
る
ユ
ヌ
ス
氏
に
、

「
女
性
の
地
位
向
上
も
大
き
な
目
的

の
一
つ
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
」
と
秋

友
さ
ん
は
感
想
を
述
べ
た
。

そ
し
て
、
２
０
３
０
年
に
向
け
た

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
課
題
や
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
も
質
問
が
及
ん
だ
。
ユ
ヌ

ス
氏
は
「
経
済
シ
ス
テ
ム
を
デ
ザ
イ

ン
し
直
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
は
利
益
追
求
で
は
な
く
、

課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
手
段
で

あ
る
と
、
考
え
方
自
体
を
転
換
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
必

要
に
な
る
の
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
で
す
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
鍵
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
」

と
そ
の
重
要
性
を
説
い
た
。
濃
密
で

実
り
あ
る
時
間
と
な
っ
た
ト
ー
ク
セ

ッ
シ
ョ
ン
。
こ
の
貴
重
な
場
で
得
た

経
験
は
、
学
生
た
ち
の
今
後
の
学
び

や
人
生
に
も
生
か
さ
れ
て
い
く
こ
と

だ
ろ
う
。

志
を
同
じ
く
す
る
者
同
士
で

社
会
課
題
の
解
決
を
目
指
す

２
０
２
３
年
７
月
８
日
、
龍
谷
大

学
は
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
の
ム

ハ
マ
ド
・
ユ
ヌ
ス
氏
に
名
誉
学
位
を

授
与
し
た
。
ユ
ヌ
ス
氏
は
２
０
１
９

年
度
に
開
催
し
た
龍
谷
大
学
創
立
３

８
０
周
年
記
念
事
業
「
世
界
宗
教
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
に
基
調
講
演
者
と
し
て

登
壇
し
、「
龍
谷
大
学
ユ
ヌ
ス
ソ
ー

シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ

ー※

１
」
の
設
立
に
関
わ
っ
て
き
た
。

数
々
の
社
会
活
動
の
功
績
や
、
こ
れ

ま
で
の
龍
谷
大
学
に
対
す
る
貢
献
を

称
え
る
べ
く
行
わ
れ
た
「
名
誉
学
位

記
授
与
式
・
記
念
講
演
会
」。
イ
ベ

ン
ト
の
冒
頭
で
は
入
澤
崇
学
長
が
式

辞
を
述
べ
、
ユ
ヌ
ス
氏
へ
の
感
謝
や

同
セ
ン
タ
ー
の
活
動
へ
の
期
待
に
つ

い
て
語
っ
た
。

「
コ
ロ
ナ
禍
の
２
０
２
０
年
以
降

も
、
ユ
ヌ
ス
氏
は
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
へ
の
登
壇
を
通
し
て
、
社
会
課

題
の
解
決
を
志
す
学
生
に
対
し
て
助

言
を
く
だ
さ
る
な
ど
、
本
学
の
教
育
・

研
究
・
社
会
貢
献
の
諸
事
業
に
直
接

関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ユ
ヌ
ス
氏
は
自
国
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
で
、
貧
困
層
に
向
け
て
低
利
・
無

担
保
で
融
資
を
行
う
グ
ラ
ミ
ン
銀
行

を
創
設
し
、
生
活
に
窮
す
る
多
く
の

人
々
の
自
立
を
支
援
し
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
ユ
ヌ
ス
氏
が
提
唱
す
る
『
貧

困
ゼ
ロ
』『
失
業
ゼ
ロ
』『
Ｃ
Ｏ
２
排

出
ゼ
ロ
』
と
い
う
３
つ
の
ゼ
ロ
は
、

本
学
が
推
進
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
取
り
組
み

に
一
致
し
て
お
り
、
そ
し
て
利
益
追

求
よ
り
社
会
課
題
の
解
決
に
重
き
を

置
く
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
概
念

は
、
本
学
の
行
動
哲
学
『
自
省
利
他
』

を
基
本
に
据
え
た
仏
教
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と

深
い
つ
な
が
り
を
有
し
ま
す
。『
龍
谷

大
学
基
本
構
想
４
０
０
』
に
定
め
る

２
０
３
９
年
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は

『
〝
ま
ご
こ
ろ
〞
あ
る
市
民
を
育
み
、

新
た
な
知
と
価
値
の
創
造
を
図
る
こ

と
で
、あ
ら
ゆ
る
〝
壁
〞
や
〝
違
い
〞

を
乗
り
越
え
、
世
界
の
平
和
に
寄
与

す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
る
』

こ
と
で
す
。
ユ
ヌ
ス
氏
と
の
さ
ら
な

る
連
携
に
よ
り
、
基
本
構
想
４
０
０

で
定
め
る
諸
事
業
の
推
進
お
よ
び
社

会
実
装
が
大
い
に
期
待
で
き
ま
す
」

現
代
の
若
者
た
ち
は

人
類
史
上
最
も
パ
ワ
フ
ル
な
世
代
。

想
像
力
が
す
べ
て
を
可
能
に
す
る

入
澤
祟
学
長
の
式
辞
を
経
て
始
ま

っ
た
ユ
ヌ
ス
氏
の
記
念
講
演
。
そ
の

ムハマド・ユヌス氏の記念講演の様子

龍谷大学の学生とのトークセッション風景

名誉学位記授与式でのムハマド・ユヌス氏と入澤崇学長。深草キャンパスにて

※１ 龍谷大学ユヌスソーシャルビジネスリサーチセンター…ソーシャルビジネスの地域実装化につながる活動や担い手育成に取り組む研究拠点。
　　 ユヌス氏との会談を経て、関西初・全国２拠点目のユヌスセンターとして龍谷大学に設置された。

※２ OC’s（オックス）…気候変動問題について話し合い、提言を作成する「龍谷大学学生気候会議」の企画・運営を行う学生団体。
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持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
と

世
界
平
和
を
目
指
す

「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
」

建
学
の
精
神
で
あ
る
「
浄
土
真
宗

の
精
神
」
の
下
、
い
つ
の
時
代
も
教

育
・
研
究
を
通
し
て
社
会
に
貢
献
し

続
け
て
き
た
龍
谷
大
学
。「
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
」
社
会
の
実
現
を
目
指

す
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
『
摂
取
不
捨
』（
す
べ

て
の
者
を
お
さ
め
と
っ
て
見
捨
て
な

い
）
と
い
う
仏
教
の
考
え
方
に
共
通

点
を
見
い
だ
し
、「
仏
教
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

と
い
う
独
自
の
視
点
で
、
多
様
な
取

り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。

２
０
２
２
年
１
月
に
は
、
気
候
変

動
を
は
じ
め
と
す
る
地
球
規
模
の
環

境
問
題
を
、
最
重
要
課
題
の
一
つ
と

捉
え
、「
龍
谷
大
学
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
宣
言
」
を
発
出
。
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
先
導
役
を
果
た
す

決
意
を
表
明
し
た
。
さ
ら
に
、
同
年

４
月
に
は
、
脱
炭
素
社
会
や
地
域
循

環
共
生
圏
の
実
現
を
担
う
「
グ
リ
ー

ン
人
材
」
の
育
成
を
目
指
し
、
環
境

省
と
「
地
域
脱
炭
素
の
推
進
に
関
す

る
協
力
協
定
」
を
締
結
。
自
治
体
や

企
業
と
協
働
で
地
域
脱
炭
素
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
、
持

続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

西
日
本
初
と
な
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
の

キ
ャ
ン
パ
ス
へ

龍
谷
大
学
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
宣
言
で
は
、
大
学
運
営
に
お
け
る

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
徹
底
と
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
通
し
て
、創

立
４
０
０
周
年
を
迎
え
る
２
０
３
９

年（
遅
く
と
も
２
０
５
０
年
）ま
で
に

各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
掲

げ
た
。「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ

テ
ィ
」
の
達
成
に
向
け
て
、
龍
谷
大

学
は
２
０
２
３
年
２
月
に
大
阪
ガ
ス

の
１
０
０
％
子
会
社D

aigas

エ
ナ

ジ
ー
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。

す
で
に
深
草
・
大
宮
の
両
キ
ャ
ン
パ

ス（
京
都
府
京
都
市
）で
は
、大
阪
ガ

ス
が
供
給
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
１
０
０
％
の
電
気
「D

-G
reen

」

を
使
用
。
２
０
２
３
年
度
中
に
、
学

内
の
消
費
電
力
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
す
べ
て
賄
う
こ
と
を
目
標
に

し
て
い
る
。

龍
谷
大
学
は
、
２
０
１
３
年
か
ら

全
国
初
の
地
域
貢
献
型
メ
ガ
ソ
ー
ラ

ー
発
電
所
「
龍
谷
ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク
」

を
稼
働
さ
せ
、
発
電
収
益
を
地
域
社

会
に
還
元
す
る
と
と
も
に
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
努
め
て
き

た
。今
般
の
包
括
連
携
協
定
で
は
、再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
特
定
卸
供

給
の
仕
組
み
を
活
用
し
、
売
電
先
を

大
阪
ガ
ス
に
変
更
。
こ
れ
に
よ
り
龍

谷
ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク
で
発
電
し
た
電

力
が
大
学
に
供
給
さ
れ
る
形
と
な
り
、

大
学
全
体
に
お
け
る
供
給
電
力
の
約

89
％
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来

と
な
る
。さ
ら
に
、京
都
市
な
ど
と
連

携
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
増
設
。
一
連
の
取
り

組
み
に
よ
り
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

１
０
０
％
を
実
現
す
れ
ば
、
西
日
本

の
大
学
と
し
て
初
の
ケ
ー
ス
と
な
る
。

同
協
定
で
は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ユ

ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
た
連

携
以
外
に
も
、
学
生
向
け
の
キ
ャ
リ

ア
教
育
や
グ
リ
ー
ン
人
材
育
成
な
ど

に
つ
い
て
も
注
力
し
て
い
く
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
関
わ
る
生
の
情
報
が
教
育

現
場
に
も
た
ら
さ
れ
る
中
で
、
さ
ら

な
る
教
育
の
質
向
上
に
貢
献
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
企
業
と
の
共
創
に
よ
り

脱
炭
素
へ
の
取
り
組
み
を
加
速

龍
谷
大
学
はD

aigas

エ
ナ
ジ
ー
以

外
に
も
、
企
業
と
の
連
携
の
輪
を
広

げ
て
い
る
。
２
０
２
３
年
５
月
に
は
、

島
津
製
作
所
と
循
環
型
社
会
形
成
に

向
け
た
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。

大
学
で
排
出
さ
れ
た
使
用
済
み
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
梱
包
材
を
島
津
製
作
所

の
技
術
で
廃
液
用
ポ
リ
容
器
に
再
生

し
、
先
端
理
工
学
部
や
農
学
部
の
実

験
機
器
に
利
用
す
る
「
自
己
循
環
型

リ
サ
イ
ク
ル
」
な
ど
に
取
り
組
む
。

独
自
の「
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
技

術
」で
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
Ｊ

Ｅ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
と
は
、
新
た
な
価
値
の

創
造
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
検

討
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
ケ

ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
は
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
や
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
繊
維
な

ど
の
ゴ
ミ
を
分
子
レ
ベ
ル
ま
で
分
解

し
、
再
構
成
し
て
再
び
原
材
料
を
作

り
出
す
も
の
だ
。
工
程
の
中
で
微
細

な
不
純
物
ま
で
を
も
除
去
す
る
た
め
、

石
油
由
来
の
原
材
料
と
ほ
ぼ
同
等
品

質
に
何
回
で
も
リ
サ
イ
ク
ル
が
可
能

で
あ
り
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

に
大
き
く
貢
献
す
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
技
術
に
よ
っ
て
、
本
来
は

ゴ
ミ
と
な
る
不
要
な
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

な
ど
が
新
た
な
「
地
上
資
源
」
と
な

る
。
地
上
資
源
を
循
環
さ
せ
る
こ
と

で
、
戦
争
や
紛
争
の
一
因
で
あ
る
石

油
と
い
っ
た
地
下
資
源
の
奪
い
合
い

が
な
く
な
り
、
世
界
平
和
へ
の
寄
与

も
期
待
で
き
る
の
だ
。
今
後
、
社
会

課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
龍
谷
大

学
と
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
と
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
か
ら
何
が
生
ま
れ
る
の
か
、

そ
の
挑
戦
に
注
目
が
集
ま
る
。

社会変革の中核的担い手として

共創によるカーボンニュートラルを推進

Daigasエナジーとの包括連携協定締結

龍谷大学 カーボンニュートラル宣言

※「地域循環共生圏」とは、各地域が美しい自然景観等
の地域資源を最大限活用しながら自立・分散型の社
会を形成しつつ、地域の特性に応じて資源を補完し支
え合うことにより、地域の活力が最大限に発揮される
ことを目指す考え方のこと。

1．大学運営上の省エネルギー化の徹底、再生可
能エネルギーの普及等を図ります。これらによ
り、2039年（遅くとも2050年）までに各キャン
パスのカーボンニュートラルを実現し、「ゼロ
カーボンユニバーシティ」を目指します。

2．教育活動を通じて、カーボンニュートラルの
担い手となる次代の要請に応えた人材を育成
します。

3．人文・社会科学から自然科学まで幅広い知
見を有する大学として、カーボンニュートラル
に係る研究成果を社会実装していきます。

4．カーボンニュートラルに取り組む学生の主体
的な活動を積極的に支援し、学生・教職員が
一丸となって取り組みます。

5．これらの活動に留まることなく、「地域循環共
生圏」※の実現に向けて、国・地方自治体、企
業等と連携しながら、持続可能なまちづくりを
担う中核となります。

※本記事は2023年5月末時点での内容です。
　2023年6月より、龍谷大学では3キャンパスすべての使用電力が100％再生可能エネルギーとなりました。このことは、西日本の大学では初、複数キャンパスを持つ私立大学では日本初となります。
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た
デ
ー
タ
を
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
や
環
境
問
題
の

教
材
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
も
構
想

中
だ
。

農
業
Ｄ
Ｘ
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な

研
究
開
発
が
進
む
中
、
龍
谷
大
学
で

は
既
存
の
も
の
を
後
追
い
す
る
の
で

は
な
く
、
次
の
新
し
い
技
術
を
生
み

出
す
と
と
も
に
、
日
本
の
農
業
を
取

り
巻
く
諸
課
題
の
解
決
に
挑
む
、
変

革
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
育
成
に

力
を
注
い
で
い
く
。

脱
炭
素
社
会
に
つ
い
て
考
え
る

「
龍
谷
大
学
学
生
気
候
会
議
」

気
候
変
動
問
題
に
対
す
る
ア
ク

シ
ョ
ン
は
大
学
主
体
の
も
の
ば
か
り

で
は
な
い
。
学
生
発
の
ア
イ
デ
ア
や

取
り
組
み
が
盛
ん
な
龍
谷
大
学
で
は
、

社
会
課
題
に
挑
戦
す
る
学
生
を
積
極

的
に
支
援
し
、
大
学
が
一
丸
と
な
っ

て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
る
。

２
０
２
２
年
12
月
10
日
と
17
日
の
２

日
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
「
龍
谷

大
学
学
生
気
候
会
議
」
も
そ
の
一
つ

だ
。
こ
の
会
議
は
、「
気
候
市
民
会

議
」
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
政
府
や

自
治
体
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
る
気
候

市
民
会
議
は
、
市
民
が
気
候
変
動
問

題
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
そ
の
対
策

を
提
言
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
市
民
会
議
だ
。
フ
ラ
ン
ス

や
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
２
０
１
９
年

ご
ろ
か
ら
始
ま
り
、
現
在
は
日
本
で

も
札
幌
市
を
は
じ
め
各
地
で
開
催
さ

れ
て
い
る
。
龍
谷
大
学
で
も
同
様
の

場
を
設
け
よ
う
と
考
え
、
同
取
り
組

み
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
龍
谷
大
学
学

生
気
候
会
議
は
、
２
０
２
１
年
に
第

１
回
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
第
２
回

と
な
る
今
回
は
、
前
回
参
加
し
た
学

生
が
中
心
と
な
っ
て
立
ち
上
げ
た
学

生
団
体
「O

C’s

（
オ
ッ
ク
ス
）」
が

企
画
・
運
営
を
行
っ
た
。

O
C’s

の
メ
ン
バ
ー
は
、
事
前
準
備

と
し
て
、深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
の
和
顔
館

１
階
に
「CLIM
ATE CLO

CK

（
ク

ラ
イ
メ
イ
ト
ク
ロ
ッ
ク
）」
を
設
置
し

た
。
こ
れ
は
、
モ
ニ
タ
ー
に
「
地
球

温
暖
化
プ
ラ
ス
１
・
５
度
ま
で
の
残

り
年
日
」
な
ど
を
映
し
出
す
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
タ
イ
マ
ー
。
少
し
で
も
多

く
の
学
生
に
気
候
変
動
や
温
暖
化
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
学
生
気
候

会
議
へ
の
参
加
を
促
す
た
め
の
試
み

だ
。
会
議
当
日
は
、
一
般
参
加
者
と

O
C’s

の
メ
ン
バ
ー
か
ら
な
る
学
生
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
合
わ
せ
て
25
人

が
参
加
し
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。
１
日
目
は
、
深
草
・
大
宮

キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
京
都
市
や
大
学

側
か
ら
、
気
候
変
動
の
現
状
や
課
題
、

脱
炭
素
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
話
題
提
供
を
受
け
た
後
、「
大
学

の
ハ
ー
ド
面
で
の
脱
炭
素
化
」
を
テ

ー
マ
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
学
生

か
ら
は
、
大
学
と
し
て
で
き
る
こ
と

と
し
て
、
具
体
的
な
提
案
が
多
数
あ

げ
ら
れ
た
。
２
日
目
は
、「
人
材
育

成
に
お
け
る
役
割
」
や
「
伏
見
エ
リ

ア
の
脱
炭
素
化
に
お
け
る
大
学
の
役

割
」
を
テ
ー
マ
に
討
論
が
進
み
、
こ

こ
で
も
学
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
多

彩
な
ア
イ
デ
ア
が
飛
び
交
っ
た
。
学

生
気
候
会
議
で
出
た
意
見
は
集
約
さ

れ
、
龍
谷
大
学
へ
提
言
と
し
て
提
出
。

同
会
議
を
通
し
て
、
気
候
変
動
問
題

の
捉
え
方
や
価
値
観
が
変
わ
り
、
自

分
自
身
の
行
動
を
見
つ
め
直
し
た
参

加
者
も
多
か
っ
た
と
い
う
。
学
生
が

主
体
と
な
っ
て
「
脱
炭
素
社
会
」
に

つ
い
て
考
え
る
プ
ロ
セ
ス
は
、
次
代

に
向
け
た
行
動
を
起
こ
す
絶
好
の
き

っ
か
け
と
な
る
だ
ろ
う
。

龍
谷
大
学
は
、
創
立
４
０
０
周
年

に
向
け
た
基
本
構
想
４
０
０
に
お
い

て
、「
研
究
及
び
社
会
へ
の
還
元
・
社

会
と
の
協
働
の
各
プ
ロ
セ
ス
で
様
々

な
組
織
と
連
携
し
、コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
・

イ
ン
パ
ク
ト
の
創
出
を
め
ざ
し
、
社

会
変
革
の
中
核
的
担
い
手
と
な
る
」

こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も

行
政
・
自
治
体
か
ら
企
業
ま
で
あ
ら

ゆ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
垣
根
を

越
え
て
共
創
し
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現
を
は
じ
め
、
人
類
の

課
題
に
挑
み
続
け
て
い
く
。

京
都
市
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に

地
域
の
脱
炭
素
実
現
に
貢
献
す
る

「
グ
リ
ー
ン
人
材
」を
育
成

京
都
市
は
、
２
０
２
２
年
11
月
に

環
境
省
が
進
め
る
脱
炭
素
先
行
地
域

に
選
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
脱
炭

素
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
と
同

時
に
、
地
域
課
題
の
解
決
に
も
貢
献

す
る
地
域
脱
炭
素
モ
デ
ル
の
創
出
を

目
指
し
て
い
る
。
こ
の
推
進
体
制
と

し
て
２
０
２
３
年
３
月
に
設
立
さ
れ

た
の
が
、「
京
都
市
脱
炭
素
先
行
地

域
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
だ
。
龍

谷
大
学
は
、
同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
内

の
「
グ
リ
ー
ン
人
材
ワ
ー
キ
ン
グ
」

を
と
り
ま
と
め
る
リ
ー
ダ
ー
会
員
と

し
て
参
画
し
て
い
る
。

グ
リ
ー
ン
人
材
ワ
ー
キ
ン
グ
で
は
、

学
術
研
究
を
行
い
人
的
資
源
が
豊
富

な
「
大
学
」
と
し
て
の
強
み
を
存
分

に
生
か
し
、
京
都
市
と
連
携
し
な
が

ら
先
行
地
域
の
脱
炭
素
を
担
う
グ
リ

ー
ン
人
材
の
育
成
に
尽
力
す
る
。
け

ん
引
役
を
務
め
、
脱
炭
素
の
人
的
基

盤
の
構
築
や
地
域
の
脱
炭
素
の
実
現

に
貢
献
し
て
い
く
。

農
業
に
お
け
る
諸
課
題
の
解
決
へ

変
革
の
担
い
手
を
育
て
る
ア
グ
リ
Ｄ
Ｘ

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現

に
向
け
て
、
龍
谷
大
学
が
注
力
す
る

も
う
一
つ
の
柱
が
次
代
の
要
請
に
応

え
る
人
材
育
成
だ
。
２
０
２
２
年
３

月
、
文
部
科
学
省
「
デ
ジ
タ
ル
と
専

門
分
野
の
掛
け
合
わ
せ
に
よ
る
産
業

Ｄ
Ｘ
を
け
ん
引
す
る
高
度
専
門
人
材

育
成
事
業
」
に
採
択
さ
れ
、「
ア
グ

リ
Ｄ
Ｘ
人
材
育
成
事
業
」
を
ス
タ
ー

ト
し
た
。
こ
れ
は
、
農
学
部
と
先
端

理
工
学
部
の
協
働
・
連
携
に
よ
り
、

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
に
よ
る
農
学
部
の
実

習
の
高
度
化
を
図
り
、
農
業
分
野
の

デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ン
ド
・
ス
キ
ル
を
持

っ
た
人
材
を
育
成
す
る
取
り
組
み
だ
。

農
耕
地
で
は
肥
料
の
過
剰
投
与
で
温

暖
化
係
数
の
高
い
温
室
効
果
ガ
ス
が

発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
デ
ー
タ
に
基

づ
い
た
適
切
な
生
育
管
理
は
脱
炭
素

社
会
へ
の
一
歩
と
な
る
。

全
国
の
理
工
学
系
学
部
で
初
め
て

課
程
制
を
導
入
し
た
先
端
理
工
学
部

で
は
、
機
械
工
学
か
ら
情
報
科
学
ま

で
幅
広
い
領
域
を
横
断
し
た
学
び
が

可
能
。
今
回
の
取
り
組
み
は
そ
の
連

携
を
学
部
外
へ
と
広
げ
た
形
に
な

る
。
一
方
農
学
部
は
、
開
設
当
初
か

ら
人
類
生
存
の
根
源
で
あ
る
「
食
」

と
「
農
」
に
関
わ
る
多
様
な
課
題
を

解
決
で
き
る
人
材
の
輩
出
に
注
力
し

て
き
た
。
先
端
理
工
学
部
の
情
報
系

や
環
境
系
の
学
び
と
掛
け
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
大
き
く
変
化
す
る
環
境
や

複
雑
な
課
題
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

人
材
の
育
成
が
期
待
で
き
る
。

ア
グ
リ
Ｄ
Ｘ
人
材
育
成
事
業
で
は
、

農
学
部
の
作
物
生
産
、
農
耕
地
保
全
、

食
品
加
工
に
関
す
る
実
習
と
、
先
端

理
工
学
部
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
デ
ー

タ
分
析
に
関
す
る
実
習
を
相
互
に

補
完
さ
せ
、
実
習
の
さ
ら
な
る
高
度

化
を
目
指
す
。
例
え
ば
、
ク
ラ
ウ
ド

上
で
デ
ー
タ
の
加
工
・
分
析
を
行
う

「
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
演

習
」（
先
端
理
工
学
部
）
で
は
、「
食

の
循
環
実
習
」（
農
学
部
）
で
得
た

生
の
デ
ー
タ
を
使
用
。
気
温
や
日
射

量
、
生
育
の
様
子
な
ど
、
蓄
積
さ
れ

た
情
報
か
ら
生
育
予
測
を
行
う
。
ま

た
、
農
場
か
ら
出
る
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価

す
る
こ
と
で
、
低
炭
素
社
会
の
実
現

に
も
貢
献
す
る
。
ゆ
く
ゆ
く
は
集
め

学生気候会議の様子 牧農場で資材散布用ドローンを使用した実習の様子

University Information

龍谷大学 Ryukoku University
〒612-8577 京都市伏見区深草塚本町67
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カーボンニュートラルを先導する
グリーン人材の育成を目指して

龍谷大学の諸活動を発
信。意識改革と実践的
な活動の両輪でSDGs
を推進していきます。
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